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9月10日 博士トンネル開通

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

ど
ん
な
未
来
の
昭
和
村
が

見
え
ま
す
か
！
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　今定例会では、令和４年度の一般会計をはじめとする全ての会計の決算内容と、事業の成果が
提出され、審議の結果、賛成多数で認定されました。（決算の内容は「広報しょうわ10月号」に
掲載されていますのでご覧ください。）
　村の財政状況を示す「健全化判断比率」も報告されましたが、村は健全財政を継続しているこ
とが確認できました。
　しかし、村は収入の多くを国からの地方交付税に依存していますが、その額は不透明さが大き
く、今後財政状況はますます厳しくなっていくことが想定されます。さらに村税の滞納額が年々
増加していることから、早急な対応の検討に取り組むことが望まれます。

昭

和

村

の

財

政

状

況

区　　分
財政指数

簡　単　な　解　説
令和４年度 令和３年度

財 政 力 指 数 0.10 0.10
　地方交付税への依存の程度を示します。
　「1」に近いほど財政力が強いということで
す。昭和村は村税の収入が非常に少なく、財
政力はとても弱いといえます。

経常収支比率 94.0 88.6

　独自の施策や新たな施策に対応する余力が
あるかどうかという財政の弾力性を示します。
　75％程度が妥当といわれてきましたが、地
方財政を取り巻く状況が変化する中、どの自
治体も高止まりしています。昭和村も80%を
超え引き続き高い水準にはあるといえます。

実 質 公 債 費
比 率 6.7 6.0

　収入金をどれだけ地方債（借金）の返済に
充てたのかを示します。
　18％以上は警戒値。35％以上は破綻。昭和
村は現段階では良好な状態であるといえます。

将来負担比率 ― ―

　地方債（借金）の返済など将来負担しなけ
ればならない金額の割合を示すものです。現
時点では借金より基金（貯金）の額が多いた
め、指数は算定されませんでした。

令和４年度の決算認定

※「〇」は賛成、「×」は反対、議長は議決に加わらないため「議長」と表記。

令和４年度各種税金・使用料等未納累計額 （単位：万円）

議　　案　　名 議決
結果

菅家
篤男

羽染
豪

小林
政一

栗城
德雄

馬場
政之

栗城
敏郎

馬場
栄三

渡部
節雄

令和４年度昭和村歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議長

議案の採決結果

住 民 税 固定資産税 国 民 健 康
保 険 税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料 公共下水道

使 用 料 水道使用料

8 1,125 完　納 完　納 完　納 173 224
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※預金残高及び借金残高には、特別会計を含んでいます。

昭和村の昭和村の「家計簿」「家計簿」チェック!!チェック!!
令和５年９月13日認定 !

令和４年度令和４年度
　 一般会計決算　 一般会計決算
村の家計簿 -親からの仕送りがたより-
自分の収入（表中収入の◯）は30万6千円で、生活
に必要なお金（支出）が199万1千円（支出総額か
ら表中支出△を除いた額）、親からの仕送り199万
円（主に国からのお金）が頼りです。

1000分の１にして1000分の１にして
家計簿に置き換えてみると・・・家計簿に置き換えてみると・・・

歳入総額歳入総額
2424億億1,7331,733万円万円
歳出総額歳出総額
2222億億6,4826,482万円万円

収　　　　入 支　　　　出

親からの仕送り
【地方交付税・国県支出金など】 199.0万円

食費
【人件費】 35.7万円

〇給与
【村税】 9.7万円 光熱水費・日用品の購入

【物件費・補助費等】 77.8万円

〇パート収入
【負担金・使用料・手数料など】 2.2万円 養育費・医療費など

【扶助費】 7.3万円

〇預金口座からの引き出し
【基金取崩収入】 10.7万円 車の修理代など

【維持補修費】 16.9万円

〇その他の収入
【寄附金・繰越金・雑収入】 8.0万円 子どもへの仕送り

【他会計への繰出金】 22.7万円

金融機関からの借り入れ
【村債】 12.1万円 貯金

【積立金】 1.1万円

家屋の増改築など
【投資的経費】 37.6万円

△生命保険
【投資・出資・貸付金】 0.1万円

△借金の返済
【公債費】 27.2万円

１年間の収入合計 241.7万円 １年間の支出合計 226.4万円

預金残高は271万円 借金残高は258万円



総
務
費

問　

下
中
津
川
川
向
物
置

解
体
工
事
の
跡
地
利
用

は
。

答　

現
在
は
更
地
。
川
向

倉
庫
の
敷
地
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

問　

会
津
若
松
地
方
広
域

市
町
村
圏
整
備
組
合
負

担
金
は
総
務
部
門
、
消

防
部
門
、
衛
生
部
門
に

分
か
れ
て
お
り
、
合
計

す
る
と
７
，
６
０
０
万

円
近
く
に
な
り
、
昨
年

度
と
比
較
す
る
と
１
，

０
０
０
万
円
程
度
多

い
。
こ
の
金
額
は
全
額

村
負
担
か
。

答　

負
担
金
の
財
源
は
、

全
て
一
般
財
源
で
す
。

民
生
費

問　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
入
居
者
負
担
金

の
内
訳
は
。

答　

す
み
れ
荘
居
住
棟
の

入
居
者
の
負
担
分
で
、

内
訳
は
電
気
料
金
、
電

話
料
金
、
水
道
料
金
、

共
益
費
で
す
。

問　

保
育
所
広
域
入
所
委

託
料
と
施
設
型
給
付
費

施
設
等
利
用
費
の
違
い

は
何
か
。
財
源
は
全
額

村
か
。

答　

保
育
所
広
域
入
所
委

託
料
93
万
円
は
、
保
育

所
を
広
域
で
利
用
さ
れ

る
方
の
委
託
料
で
す
。

施
設
型
給
付
費
施
設
等

利
用
費
１
７
５
万
円

は
、
幼
稚
園
を
村
外
で

利
用
さ
れ
る
方
の
経
費

と
な
り
ま
す
。
国
２
分

の
１
、
県
４
分
の
１
、

村
負
担
は
４
分
の
１
の

内
訳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

保
育
所
管
理
栄
養
士

委
託
料
の
委
託
先
は
。

答　

県
外
業
者
に
委
託
。

献
立
作
成
や
食
育
業
務

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

問　

保
育
所
備
品
の
空
気

清
浄
機
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
１
０
０

万
円
ほ
ど
に
な
る
。
内

訳
は
。

答　

空
気
清
浄
機
５
台
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
タ
ブ
レ
ッ
ト
１

台
、
掃
除
機
２
台
、
お

出
か
け
用
ワ
ゴ
ン
１
台
、

ウ
ェ
ブ
会
議
用
ス
ピ
ー

カ
ー
マ
イ
ク
一
式
で
す
。

農
林
水
産
費

問　

か
ら
む
し
原
麻
売
渡

収
入
と
は
。

答　

村
で
所
有
す
る
平
成

19
年
か
ら
む
し
の
原
麻

を
奥
会
津
昭
和
村
振
興

公
社
へ
売
り
渡
し
た
。

問　

昭
和
村
特
産
物
商
品

化
支
援
事
業
補
助
金
の

効
果
は
。

答　
「
あ
め
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
と
「
よ
う
か
ん
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で
商
品

化
に
結
び
つ
き
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

問　

農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
補
助
金
１
，
２

１
４
万
円
の
内
容
は
。

答　

カ
ス
ミ
ソ
ウ
新
規
就

農
者
に
対
し
、
経
営
を

開
始
さ
れ
た
方
々
の
生

活
費
相
当
に
充
て
る
補

助
金
で
す
。

商
工
費

問　

村
観
光
協
会
補
助
金

９
１
３
万
８
千
円
、
昨

年
度
よ
り
２
３
９
万
円

増
え
た
要
因
は
何
か
。

答　

人
件
費
の
増
加
で
す
。

問　

移
住
促
進
冬
季
動
画

制
作
業
務
委
託
料
の
対

象
者
と
活
用
方
法
は
。

答　

冬
期
間
の
生
活
を
主

に
移
住
者
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

動
画
の
作
成
で
す
。
５

本
の
動
画
を
作
成
し
再

生
回
数
が
約
９
万
回
で

す
。
目
的
は
、
移
住
に

向
け
て
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
と
、
新
規
就
農
者

に
も
動
画
を
見
て
い
た

だ
い
て
、
昭
和
村
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

内
容
で
す
。

土
木
費

問　

除
雪
事
務
効
率
化
業

務
委
託
料
の
業
務
内
容

は
。

答　

除
雪
車
両
Ｇ
Ｐ
Ｓ
か

ら
自
動
で
デ
ジ
タ
ル
電

子
日
報
を
生
成
す
る
も

の
で
す
。

教
育
費

問　

高
所
作
業
借
上
料
の

目
的
は
。

答　

公
民
館
後
ろ
に
マ
イ

マ
イ
ガ
が
卵
を
大
量
に

産
み
付
け
た
の
で
、
高

所
作
業
車
を
借
上
げ
卵

の
駆
除
を
行
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計（
国
保
診
療
所
）及
び

介
護
保
険
特
別
会
計

問　

令
和
３
年
度
繰
越
金

よ
り
令
和
４
年
度
繰
越

金
が
相
当
増
え
、
不
用

額
も
か
な
り
多
い
の
は

何
故
か
。

答　

国
保
診
療
所
分
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
料
収
入
が

５
０
０
万
円
ほ
ど
増
え

た
。
不
用
額
は
医
療
に

係
る
経
費
で
３
月
末
ま

で
で
は
見
込
む
こ
と
が

難
し
か
っ
た
。
介
護
保

険
特
別
会
計
分
は
介
護

給
付
費
確
定
が
５
月
末

で
年
度
に
よ
っ
て
変
動

す
る
。
今
後
、
不
用
額

が
多
額
に
な
ら
な
い
よ

う
精
査
し
て
い
き
た
い
。

『
令
和
４
年
度

決
算
質
疑
』

議員はココに注目した 正しく予算は使われたか　
どのような成果があったか
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９　月
定例会

一般会計補正予算（第６号）一般会計補正予算（第６号）
（千円未満切捨て）

９
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
条
例
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補

正
予
算
、
令
和
４
年
度
決
算
審
査
の
審
議
が
慎
重
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

公共インフラWi-Fi公共インフラWi-Fi

ネットワーク整備事業ネットワーク整備事業

博士峠バイパス供用開始記念博士峠バイパス供用開始記念
観光キャンペーン事業観光キャンペーン事業

福島県物価高騰対応生活福島県物価高騰対応生活
困窮世帯緊急助成事業困窮世帯緊急助成事業

教員宿舎教員宿舎
解体工事解体工事

福島県青果物価格福島県青果物価格
安定制度負担金安定制度負担金

停電等電源異常が発生した際に電源を供給する機器、屋外用カメラ、高停電等電源異常が発生した際に電源を供給する機器、屋外用カメラ、高
齢者世帯配布タブレットの導入齢者世帯配布タブレットの導入

5,0135,013万円万円

823823万円万円

126126万円万円

3,0003,000万円万円

340340万円万円

問 アメリカ宇宙開発のスペースＸとＫＤＤＩが、衛星通信とスマートフォ
ンを直接つなぐサービスを来年度から始めると発表したが、計画中の公
共インフラWi–Fiと比較検討したのか。

問 高齢者世帯用タブレットの配布希望調査は実施したのか。

答 スペースＸ社の新サービスは、個人向けであっても、電波を受信するア
ンテナが必要。現段階では補助事業には該当しないため、居住エリアへ
のWi‒Fi通信が現在考え得る最良の方策。

村内の宿泊施設に観光
目的で宿泊すると

◦宿泊料金が１人１泊につき3,000円
割引き
◦村内お買物券を１人１泊につき
1000円分プレゼント

※先着2,000泊限定

令和五年度の村民税非課税世帯のうち、高
齢者世帯、障害者世帯、ひとり親世帯に１
世帯当たり6,000円交付

３棟解体（小中津川字石仏地内）

市場に出荷した青果物の平均販売価格が著
しく低下した時に補給金を交付するための
積立資金（本村はカスミソウが対象）

答 高齢者へのアンケートは行っておりません。公共インフラWi–Fiと一緒に
進めている防災行政無線連携機能によりスマートフォン、タブレット、
戸別受信機に村の情報を伝えるので、希望機種を選んでもらい配付したい。
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議員に聞いてみた

一般質問　一般質問　〜裏側に迫る〜〜裏側に迫る〜

議　　員 問　一般質問のきっかけはなんですか？

馬　場　栄　三
8ページ

１．苧引き場の作業環境改善について
7月下旬頃から 8月上旬にかけて、約20名の方が朝 8時から夕方ま
で野尻体育館で苧引き作業をしている。又、振興公社２階では、か
らむしの糸作りをしている。
今年は連日危険な程の猛暑が続いたことから何らかの作業場の環境
改善が必要と考える。
２．国道４０１号大芦工区新鳥居峠工事状況について
村民の祈願であった国道４０１号博士トンネル工区の工事が完了し
9月10日開通の運びとなった。大芦工区工事中であるが中断してい
る感がある。大芦から新鳥居峠工区についても工事計画について住
民説明がないように考える。新鳥居峠も復興予算で行うと伺うが。

小　林　政　一
9ページ

①村の中を歩くと屋根が崩落したり、合掌の屋根の骨組みが剥き出
しであったりする。
かつての村民なら、こういう風景を見て舌打ちをして嘆いたであろう。
田や畑、山林は、かつては財産として価値があったが今はどうであろうか。
始末という言葉があるが、人の命も人の暮らしも大切に扱いたいものだ。
②人はずっと食物によって生きてきた。
食物を生産する農業は自給自足生活の根本である。自給的農業は
昭和村における暮らしの文化であり、大切な宝であり、農地が耕
作放棄地化しない対応を取るのが望ましい。

栗　城　德　雄
10ページ

「村職員の綱紀と財政について」は、村職員が突然に移動されたり
退職されたりで村民の間に不信感が募っている。その原因を多くの
村民が知っているようであり、地方公務員法に違反したのではない
のかという声があることからの質問です。
「敬老会のあり方について」は、今年は全員への記念品が無く、「年
寄りを敬う気持ちが無い」などと囁かれていることからの質問です。
「博士峠バイパス開通に伴う交流人口への対応について」は、幾度
となく質問しているが明確な答弁が得られていない。村を素通りさ
せるのではなく足を止めて頂くために何をするのか。会津盆地方面
への足の確保などは対応をどうするのかを問うものです。

村政の課題や将来の展望について質す一般質問。
令和５年９月議会では、全議員（７人）が質問をしました。
「昭和を良くしたい！」各議員の熱い思いを、ご一読ください。
また、村民の方からのご意見「議員の皆様が、なぜ、この内容の一般質問をしたのか。分かると
いいな」を踏まえて「一般質問をするに至った背景やきっかけ」を議員に聞いてみました。
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一般質問　一般質問　〜裏側に迫る〜〜裏側に迫る〜

議　　員 問　一般質問のきっかけはなんですか？

羽　染　　　豪
11ページ

議員になって初めて議会で一般質問をさせていただきました。
私も含め、村民の皆様も昭和村で生活していく上で将来への不安が
多々あると思います。
その不安要素を一つひとつ解決していくために私は村民の皆様と共
に行動していきたいと思います。
１．村民の声を代弁すること
２．行政と共に問題を解決すること。
行政には村民の声を真摯に受け止めていただくことも必要となります。
以上を私の一般質問の基本方針としていきます。

馬　場　政　之
12ページ

質問１　トンネル開通後の観光体制は充実した村活性化を求めるため、
また持続可能な村の創造のため重要なものと認識し、策定された計画
を開示し、村民と共に力を合わせた村づくりの重要性を問いたかった。
質問２　昭和福祉会（昭和ホーム）は、村民にとって重要な介護施
設です。職員不足や物価の値上がり、新築等の要因で運営の難しさ
があり、村としては福祉会と協議を重ね、連携した福祉行政が必要
ではないかと求めた。
質問３　行政（村）の会計制度は、現金が動いて帳簿に記載するも
のですが、現在は発生主義の会計制度が入り、物が動けば記帳され
る２つの制度で実務されています。企業会計は現金主義で現れない
処も財務諸表に反映されますので、次年度の財務計画にも役立ちま
す。早期に財務諸表を作成する必要性があります。

菅　家　篤　男
13ページ

昭和ホームが運営面で容易でない厳しい状況です。
私たちはこれから介護が必要となった時に、村内にある昭和ホーム
を安心して利用していけるよう望んでいます。
平成21年の村民アンケートでは多くの人が昭和ホームの増床を希望
されていました。あれから14年経過しました。
今のホームはなぜ財政面で村の支援が必要となったのか。ホームの
現在はどんな実状なのか。昭和ホームは、これから先どう進んでい
くべきかと、多くの資料を読みながら考えてみました。
財政面の村からの支援は、どうしても必要なことだと思いました。

栗　城　敏　郎
14ページ

◦多様な交通手段の構築について
現在、村には２つの公共交通がありますが、更に低コストで効率
よく村内を移動する交通手段が必要と考えておりました。この度、
国の支援が採択されましたので、具体的な事業内容を質しました。

◦村外の医療機関への通院支援について
村外の医療機関へ通院されている方が多く、特に交通弱者には大
きな負担となっており、通院支援は必須と考え以前から提案をし
ていましたが、博士峠が通年運行となり、村外医療機関への試験
運行を実施し、課題の解決を図り具体的に取り組むべきと考え、
質しました。
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村政を問う村政を問う 令和５年９月定例会　一般質問

問　

現
状
の
苧
引
き
作
業

環
境
に
つ
い
て
、
短
期
間

と
は
言
え
、
関
係
者
、
作

業
者
か
ら
改
善
要
望
は
な

い
の
か
伺
う
。

村
長　

野
尻
体
育
館
に
お

い
て
昭
和
村
か
ら
む
し
生

産
技
術
保
存
協
会
が
、
か

ら
む
し
引
き
を
実
施
し
て

い
る
が
令
和
３
年
度
に
、

現
場
か
ら
も
直
射
日
光
が

入
る
た
め
、
上
の
窓
に
遮

光
幕
を
張
っ
て
日
差
し
を

弱
め
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
っ
た
た
め
、
令
和
４

年
度
に
は
遮
光
幕
を
購
入

問　

大
芦
工
区
、
現
在
の

進
捗
率
と
完
成
年
度
に
つ

い
て
伺
う
。
又
、
大
芦　

集
落
内
、
道
路
予
定
計
画

は
示
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

し
設
置
を
し
た
が
、
そ
の

後
、
現
場
や
関
係
者
か
ら

の
要
望
は
な
い
。

　

公
社
２
階
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
、
令
和
２
年
度
に

事
務
室
に
設
置
す
る
予
算

を
計
上
す
る
際
に
、
現
場

で
機
織
り
を
し
て
い
る

方
々
に
意
見
を
伺
い
、
乾

燥
に
よ
り
糸
が
切
れ
や
す

く
な
る
こ
と
か
ら
、
自
然

の
風
を
入
れ
る
方
法
が
一

番
望
ま
し
い
と
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
た
め
、
設
置

を
見
送
っ
た
。
し
か
し
、

今
年
は
連
日
の
猛
暑
が
続

い
た
こ
と
か
ら
、
次
年
度

に
向
け
公
社
と
の
協
議
を

進
め
た
い
。

の
説
明
理
解
さ
れ
て
い
る

か
伺
う
。

Ｑ
国
道
４
０
１
号
大

Ｑ
国
道
４
０
１
号
大

芦
工
区
新
鳥
居
峠

芦
工
区
新
鳥
居
峠

工
事
状
況
に
つ
い

工
事
状
況
に
つ
い

てて

Ｑ
苧
引
き
場
の
作
業

Ｑ
苧
引
き
場
の
作
業

環
境
改
善
に
つ
い

環
境
改
善
に
つ
い

てて

馬場栄三 議員

村
長　

県
会
津
若
松
建
設

事
務
所
か
ら
は
、
現
在
、

全
体
延
長
約
１
・
１
㎞
の

内
、
約
０
・
５
㎞
区
間
の

工
事
に
着
手
し
完
成
年
度

は
未
定
で
、
集
落
内
の
工

区
は
、
工
区
の
一
部
に
軟

弱
地
盤
が
あ
り
、
対
策
工

を
検
討
中
と
伺
っ
て
い
る
。

ま
た
、
用
地
取
得
困
難
箇

所
は
、
引
き
続
き
用
地
取

得
に
向
け
努
め
て
い
る
と

回
答
を
い
た
だ
い
た
。

村
長　

県
会
津
若
松
建
設

事
務
所
で
は
、
地
元
住
民

の
方
々
に
対
し
、
平
成
25

年
度
と
平
成
27
年
度
に
説

明
会
を
実
施
し
、
令
和
４

年
度
に
道
路
施
工
状
況
の

資
料
配
付
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
も
道
路
施
工

状
況
の
資
料
配
付
を
行
う

予
定
で
地
元
住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧

に
説
明
を
し
て
参
り
た
い

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

問　

苧
引
き
作
業
場
へ
エ

ア
コ
ン
の
設
置
又
は
他
施

設
で
の
実
施
も
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
。
ま
た
公
社

二
階
で
の
糸
づ
く
り
の
室

内
作
業
場
に
も
エ
ア
コ
ン

設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

苧引き作業（野尻体育館）苧引き作業（野尻体育館）

急カーブ、狭隘な新鳥居峠急カーブ、狭隘な新鳥居峠

村
長　

昭
和
村
か
ら
む
し

生
産
技
術
保
存
協
会
事
務

局
に
意
見
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
か
ら
む
し
に
風
が
当

た
る
と
、
繊
維
が
ね
じ
れ

て
し
ま
い
、
品
質
の
低
下

を
招
く
こ
と
か
ら
、
設
置

は
望
ま
し
く
な
い
と
の
こ

と
で
、
体
育
館
全
体
の
室

温
を
風
を
使
わ
な
い
方
法

で
下
げ
る
事
が
で
き
な
い

か
検
討
し
て
ほ
し
い
と

意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
他
の
施
設
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

位
と
検
討
し
て
参
り
た
い
。

問　

地
区
住
民
の
理
解
が

必
要
と
考
え
る
。
住
民
へ
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Ｑ
空
き
家
と
廃
事
務

Ｑ
空
き
家
と
廃
事
務

所
に
つ
い
て

所
に
つ
い
て

問　

廃
事
務
所
は
ど
れ
ほ

ど
あ
る
の
か
。
そ
の
対
応

は
？
権
利
者
と
の
更
地
交

渉
を
伺
う
。

問　

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

の
人
員
不
足
が
心
配
。
来

年
の
作
付
も
不
透
明
と
の

声
も
あ
る
が
大
丈
夫
か
？

村
長　

個
人
分
は
特
定
空

家
に
認
定
し
取
壊
し
に
着

手
し
て
い
る
。「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
を
し
て
い
る
の
で
、

法
人
が
管
理
す
る
立
場
で

あ
れ
ば
、
法
的
な
面
も
含

め
て
検
討
し
進
め
て
い
き

た
い
。

さ
れ
、
田
植
え
の
時
期
ま

で
は
充
足
さ
れ
て
い
た
と

伺
っ
て
い
た
が
、
離
職
し

た
社
員
が
お
り
、
水
田
周

辺
の
草
刈
作
業
の
負
担
が

大
き
く
、
特
に
、
大
型
コ

ン
バ
イ
ン
や
除
雪
ド
ー
ザ

ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確

保
が
大
変
厳
し
い
と
伺
っ

て
い
る
。

　

村
で
は
奥
会
津
地
域
づ

く
り
協
働
組
合
の
利
用
推

進
や
、
新
規
就
農
者
へ
冬

期
間
の
就
労
の
場
を
紹
介

す
る
な
ど
、
協
力
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
作
付
面

問　

小
さ
な
農
業
で
も
法

人
組
織
で
も
肥
料
等
の
値

上
げ
で
大
変
だ
。
耕
作
放

棄
地
を
増
大
さ
せ
な
い
た

め
対
応
す
べ
き
と
思
う

が
？

Ｑ
農
業
に
つ
い
て

Ｑ
農
業
に
つ
い
て

小林 政一 議員

問　

行
政
が
動
か
な
い
と

建
物
は
１
０
０
年
経
っ
て

も
残
る
。
適
正
な
方
向
に

持
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る

の
か
。
イ
エ
ス
か
ノ
ー
で

答
え
て
く
だ
さ
い
。

村
長　

空
き
家
の
管
理
や

素
材
の
再
利
用
な
ど
は
、

個
人
の
財
産
で
あ
り
、
行

政
が
介
入
す
る
に
は
判
断

が
難
し
い
立
場
に
あ
る
。

提
案
内
容
は
、
本
村
の
空

き
家
バ
ン
ク
の
活
用
状
況

と
合
わ
せ
て
、
先
進
事
例

を
参
考
に
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

村
長　

人
員
不
足
は
、
今

年
度
４
月
の
採
用
で
確
保 先人が守ってきた村の暮らしを大切にしよう先人が守ってきた村の暮らしを大切にしよう

村
長　

使
用
さ
れ
て
な
い

事
務
所
の
数
は
、
調
査
を

実
施
し
て
な
い
た
め
把
握

し
て
な
い
。
使
用
さ
れ
て

な
い
事
務
所
は
建
築
物
の

所
有
者
、
管
理
者
又
は
占

有
者
が
、
そ
の
建
築
物
を

常
時
適
法
な
状
態
に
維
持

保
全
す
る
義
務
を
負
う
。

更
地
に
つ
い
て
も
登
記
名

義
人
が
法
人
で
あ
れ
ば
法

人
が
行
う
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問　

本
村
に
は
寄
棟
の
古

い
景
観
が
残
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
空
き
家
に
な

っ
た
ら
ど
ん
な
風
に
す
る

べ
き
か
。
例
え
ば
、
解
体

し
て
小
さ
な
住
宅
を
建
て

る
。
外
国
を
含
め
解
体
、

移
築
す
る
。
素
材
の
再
利

用
は
村
長
の
選
択
肢
に
あ

る
か
？

村
長　

肥
料
価
格
は
、
原

料
価
格
が
落
ち
着
き
、
今

年
の
秋
肥
の
卸
売
価
格

が
、
基
準
銘
柄
の
高
度
化

成
肥
料
で
前
期
比
で
28
％

下
落
す
る
見
込
み
。
ま

た
、
新
た
な
対
策
と
し

て
、
化
学
肥
料
の
２
割
削

減
に
取
り
組
む
地
域
に
対

し
、
１
地
域
当
た
り
５
０

０
万
円
を
上
限
に
、
か
か

り
増
し
経
費
の
半
額
を
支

援
す
る
仕
組
み
を
導
入
す

る
と
発
表
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ

を
通
し
て
交
付
す
る
方
針

で
農
家
と
情
報
を
共
有
し

て
い
き
た
い
。

積
は
、
今
年
度
と
同
様
の

面
積
を
維
持
す
る
と
伺
っ

て
い
る
。

本
村
水
田
の
約
６
割
を
支
え
る

本
村
水
田
の
約
６
割
を
支
え
る

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
グ
リ

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
グ
リ

ー
ン
フ
ァ
ー
ム

ー
ン
フ
ァ
ー
ム
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栗城德雄 議員

問　

村
長
が
着
任
さ
れ
て

か
ら
、
現
在
ま
で
開
か
れ

た
懲
罰
に
係
る
委
員
会
の

開
催
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

平
成
30
年
４
月
29

日
以
降
に
開
い
た
懲
戒
審

査
会
の
開
催
状
況
は
、

平
成
30
年
８
月
に
１
件
、

令
和
２
年
６
月
に
１
件
、

令
和
２
年
11
月
に
１
件
、

令
和
４
年
10
月
に
１
件
、

令
和
５
年
１
月
に
１
件
で
、

そ
の
中
に
は
、
文
書
の
不

適
切
な
処
理
が
１
件
含
ま

れ
る
。

Ｑ
村
職
員
の
綱
紀
と

Ｑ
村
職
員
の
綱
紀
と

財
政
に
つ
い
て

財
政
に
つ
い
て

問　

地
方
公
務
員
法
第
33

条
の
規
定
違
反
に
よ
る
処

分
は
な
い
の
か
。
こ
の
規

定
は
、
勤
務
時
間
内
・
時

間
外
を
問
わ
ず
、
そ
の
職

の
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
行

為
を
行
っ
た
場
合
に
処
分

さ
れ
る
。
こ
の
規
定
に
該

当
す
る
事
案
が
な
い
の
か

伺
う
。

村
長　

信
用
失
墜
行
為

は
、
村
役
場
の
信
用
を
傷

つ
け
又
は
職
員
全
体
の
不

名
誉
と
な
る
行
為
が
該
当

し
ま
す
が
、
飲
酒
運
転
の

ほ
か
、
一
定
以
上
の
速
度

超
過
や
事
務
処
理
ミ
ス
、

職
務
怠
慢
な
ど
幅
広
い
事

案
が
該
当
す
る
た
め
懲
戒

案
件
の
す
べ
て
は
、
地
方

公
務
員
法
第
33
条
に
違
反

す
る
。

副
村
長　

事
実
で
あ
る
か

調
査
さ
せ
て
頂
く
。

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

い
、
敬
老
会
を
中
止
と
し

た
代
替
事
業
と
し
て
実
施

し
た
。
今
年
度
は
、
敬
老

会
を
開
催
す
る
方
向
で
、

対
象
者
全
員
へ
の
記
念
品

の
配
布
で
は
な
く
招
待
状

を
お
送
り
し
た
。
70
歳
、

75
歳
に
な
ら
れ
た
方
々
に

は
、
今
ま
で
同
様
に
記
念

品
、
敬
老
祝
金
を
お
配
り

す
る
。

村
長　

本
定
例
会
に
補
正

予
算
を
計
上
し
た
。
そ
の

内
容
は
①
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
、
改
修
工
事
が

問　

噂
が
流
れ
て
い
る

が
、
信
用
を
傷
つ
け
る
行

為
が
あ
れ
ば
調
査
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
は
？

村
長　

令
和
３
～
４
年
度

に
「
敬
老
の
日
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
と
し
て
、
敬
老
会
招

待
者
に
お
配
り
し
た
商
品

券
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

Ｑ
昨
年
は
敬
老
の
日
プ

Ｑ
昨
年
は
敬
老
の
日
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
対

レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
対

象
者
全
員
に
３
千
円

象
者
全
員
に
３
千
円

分
の
商
品
券
が
配
ら

分
の
商
品
券
が
配
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
は

れ
ま
し
た
。
今
年
は

こ
れ
が
無
く
な
り
、

こ
れ
が
無
く
な
り
、

村
民
の
間
で
「
村
に

村
民
の
間
で
「
村
に

は
年
寄
り
を
敬
う
気

は
年
寄
り
を
敬
う
気

持
ち
が
無
い
」
な
ど

持
ち
が
無
い
」
な
ど

ど
囁
か
れ
て
い
ま
す
。

ど
囁
か
れ
て
い
ま
す
。

年
々
お
年
寄
り
が
冷

年
々
お
年
寄
り
が
冷

た
い
扱
い
を
さ
れ
て

た
い
扱
い
を
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
て

い
る
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
本
年

な
り
ま
せ
ん
。
本
年

度
、
当
初
予
算
説
明

度
、
当
初
予
算
説
明

で
は
、
昨
年
と
変
わ

で
は
、
昨
年
と
変
わ

っ
た
こ
と
の
説
明
が

っ
た
こ
と
の
説
明
が

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

説
明
し
な
か
っ
た
の

説
明
し
な
か
っ
た
の

か
？
村
長
は
、
な
ぜ
、

か
？
村
長
は
、
な
ぜ
、

記
念
品
を
配
ら
な
い

記
念
品
を
配
ら
な
い

判
断
を
さ
れ
た
の
か

判
断
を
さ
れ
た
の
か

伺
う
。

伺
う
。

Ｑ
博
士
峠
バ
イ
パ
ス
開

Ｑ
博
士
峠
バ
イ
パ
ス
開

通
に
と
も
な
う
交
流

通
に
と
も
な
う
交
流

人
口
へ
の
対
応
に
つ

人
口
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
村
が
や
る
べ

い
て
、
村
が
や
る
べ

き
事
と
し
て
、
ど
の

き
事
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
事
を
考
え
て

よ
う
な
事
を
考
え
て

い
る
の
か
？

い
る
の
か
？

完
了
し
た
、
水
芭
蕉
と
し

ら
か
ば
の
杜
に
仮
設
ト
イ

レ
を
設
置
し
、
人
感
セ
ン

サ
ー
用
い
て
利
用
の
実
態

を
検
証
す
る
。
②
秋
の
イ

ベ
ン
ト
「
昭
和
時
代
の
は

た
ら
く
車
大
集
合
」
と
題

し
、
11
月
5
日
の
喰
丸
小

マ
ル
シ
ェ
に
併
せ
た
企
画

を
計
画
③
長
期
的
な
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
と

て
、
村
内
宿
泊
施
設
に
観

光
目
的
で
宿
泊
し
た
方

に
、
１
人
当
た
り
３
，
０

０
０
円
の
割
引
を
行
い
、

差
額
を
宿
泊
施
設
に
助

成
。
更
に
、
こ
の
事
業
で

宿
泊
し
た
方
に
、
1
人
当

た
り
１
，
０
０
０
円
の
村

内
事
業
所
で
使
用
で
き
る

お
買
い
物
券
を
発
行
し
、

村
内
で
の
消
費
喚
起
を
促

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
た
い
。

人感センサーを用人感センサーを用
いた仮設トイレいた仮設トイレ
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Ｑ
保
育
体
制
に
つ
い

Ｑ
保
育
体
制
に
つ
い

て
問
う
。

て
問
う
。

Ｑ
令
和
４
年
度
ま
で

Ｑ
令
和
４
年
度
ま
で

の
除
雪
リ
モ
ー
ト

の
除
雪
リ
モ
ー
ト

事
業
の
内
容
説
明

事
業
の
内
容
説
明

と
令
和
５
年
度
以

と
令
和
５
年
度
以

降
の
事
業
計
画
を

降
の
事
業
計
画
を

問
う
。

問
う
。

問　

令
和
４
年
度
ま
で
の

事
業
内
容
は
？

羽染　豪 議員

産
業
建
設
課
長　

令
和
３

年
度
か
ら
総
務
省
の
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
支
援
交

付
金
活
用
事
業
で
取
組
み

遠
隔
操
作
側
で
、
除
雪
車

両
に
取
り
付
け
た
カ
メ
ラ

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
映
像

を
元
に
、
除
雪
作
業
を
行

う
も
の
で
、
除
雪
車
両
に

見
立
て
た
ハ
ン
ド
ル
、
レ

バ
ー
を
操
作
す
る
と
、
そ

の
制
御
信
号
に
基
づ
き
、

除雪車遠隔操作実証実験（役場事務室内で操作）除雪車遠隔操作実証実験（役場事務室内で操作）

保護者の声、ちゃんと届いていますか？保護者の声、ちゃんと届いていますか？
幼児教育の場として充実した保育政策を！幼児教育の場として充実した保育政策を！

除
雪
車
両
側
で
も
即
座
に

同
様
の
動
き
が
行
わ
れ
る

仕
組
み
で
す
。

ま
た
、
積
雪
セ
ン
サ
ー
に

よ
り
自
動
で
一
定
の
積
雪

量
に
達
し
た
際
に
作
業
員

へ
メ
ー
ル
で
通
知
を
行
う

内
容
で
あ
る
。

問　

保
育
所
プ
ー
ル
が
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
経
過

は
？

小
学
校
プ
ー
ル
施
設
の
利

用
や
川
遊
び
を
実
施
し

た
。
１
歳
か
ら
３
歳
児

は
、
排
泄
が
自
立
し
て
い

な
い
児
童
も
多
い
た
め
水

遊
び
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

護
者
が
本
当
に
満
足
し
て

通
所
さ
せ
て
い
る
の
か
、

村
長
、
立
会
い
の
下
、
保

護
者
会
総
会
の
開
催
、
保

育
所
へ
の
要
望
や
要
件
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
、
第
三
者
に
相
談
す
る

機
会
の
創
設
は
ど
う
か
？

問　

令
和
５
年
度
以
降
の

事
業
計
画
は
？

村
長　

最
終
的
な
目
標
は
、

自
動
走
行
型
の
無
人
除
雪

問　

提
案
し
た
い
。
保
育

園
留
学
の
受
入
れ
、
山
梨

県
丹
波
山
村
を
参
考
に
、

専
任
所
長
の
公
募
、
ゼ
ロ

歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
一
貫

教
育
の
実
施
、
さ
ら
に
保

村
長　

保
護
者
の
生
の
声

を
聞
き
、
今
後
の
保
育
所

の
在
り
方
を
考
え
た
い
の

で
、
今
年
度
か
ら
機
会
が

あ
れ
ば
保
護
者
会
に
出
席

し
た
い
。

保
健
福
祉
課
長　

水
質
な

ど
の
衛
生
管
理
、
温
度
管

理
、
安
全
対
策
上
の
対
応

で
、
近
年
、
３
歳
未
満
児

童
の
受
入
れ
が
増
え
た
た

め
、
人
員
体
制
上
そ
の
管

理
等
が
困
難
に
な
っ
て
き

た
。
ま
た
、
既
存
プ
ー
ル

も
数
十
年
が
経
過
し
経
年

劣
化
に
よ
る
水
漏
れ
や
濾

過
装
置
も
修
理
を
重
ね
な

が
ら
対
応
し
て
き
た
が
、

４
歳
児
、
５
歳
児
の
年

中
、
年
長
組
の
児
童
は
、

車
を
目
指
す
が
人
家
付
近

や
道
路
幅
員
が
狭
い
路
線

で
の
実
証
に
は
至
っ
て
い

な
い
た
め
、
安
全
面
等
の

確
認
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
関
係
機
関
や
受
託
企

業
と
協
議
を
重
ね
実
証
に

取
り
組
み
た
い
。
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馬場政之 議員

村
長　

令
和
２
年
３
月

に
、
村
内
で
観
光
に
携
わ

る
昭
和
村
観
光
協
会
、
奥

会
津
昭
和
村
振
興
公
社
と

観
光
交
流
係
の
三
者
に
よ

る
、
昭
和
村
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
会
議
に
於
い
て
、

昭
和
村
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
成
し
た
。
し
か
し
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
観
光
面
へ
の
影
響
は
大

き
か
っ
た
た
め
、
人
々
の

観
光
や
旅
行
に
対
す
る
考

え
方
も
変
化
し
、
昭
和
村

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

を
図
る
必
要
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

Ｑ
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
の

Ｑ
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
の

観
光
開
発
に
向
け
て
、

観
光
開
発
に
向
け
て
、

効
果
的
な
施
策
と
す

効
果
的
な
施
策
と
す

る
に
は
、
村
民
の

る
に
は
、
村
民
の

方
々
の
協
力
は
欠
く

方
々
の
協
力
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も

こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
と
考
る
。

の
で
あ
る
と
考
る
。

具
体
的
に
観
光
戦
略

具
体
的
に
観
光
戦
略

を
開
示
し
て
い
た
だ

を
開
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

き
た
い
。

運
営
の
見
通
し
が
非
常
に

厳
し
い
状
況
と
村
長
が
承

知
さ
れ
た
の
は
何
時
？

村
長　

昭
和
ホ
ー
ム
運
営

状
況
は
、
令
和
２
年
１
月

に
施
設
側
の
要
望
を
受
け
、

借
入
金
の
償
還
等
の
課
題

に
よ
り
、
将
来
の
運
営
が

大
変
厳
し
く
な
る
と
伺
っ

て
い
た
。

Ｑ
昭
和
福
祉
会
福
祉

Ｑ
昭
和
福
祉
会
福
祉

計
画
に
つ
い
て

計
画
に
つ
い
て

問　
「
今
後
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
昭
和
福
祉
会
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
協

議
を
十
分
に
重
ね
、
方
向

性
を
見
極
め
、
存
続
に
必

要
な
対
応
や
支
援
策
を
検

討
し
た
い
。」
と
答
弁
し

て
い
る
。
村
民
も
心
配
し

て
い
る
。
協
議
の
進
み
具

合
に
つ
い
て
伺
う
。

営
に
つ
い
て
、
保
健
福
祉

課
に
お
い
て
昭
和
福
祉
会

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
人
材
の
確

保
に
向
け
、
首
都
圏
で
開

催
さ
れ
る
県
主
催
の
移
住

相
談
会
に
参
画
す
る
と
と

も
に
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
た
募
集
を
行
い

た
い
。
ま
た
、
経
営
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
直
近

の
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
る
光
熱
費
の

負
担
増
に
対
応
す
る
た
め
、

村
単
独
の
補
助
事
業
を
創

設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

村
長　

令
和
４
年
度
決
算

の
統
一
的
な
基
準
に
よ
る

財
務
書
類
は
、
令
和
６
年

３
月
末
頃
に
は
完
成
す
る

見
込
み
。公
表
の
時
期
は
、

財
務
書
類
の
成
果
品
が
納

入
さ
れ
次
第
に
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
計

画
で
あ
る
。

Ｑ
本
村
で
も
人
口
減
少

Ｑ
本
村
で
も
人
口
減
少

が
進
む
中
、
老
朽
イ

が
進
む
中
、
老
朽
イ

ン
フ
ラ
の
大
規
模
改

ン
フ
ラ
の
大
規
模
改

修
な
ど
も
重
な
っ
て

修
な
ど
も
重
な
っ
て

く
る
、
持
続
可
能
な

く
る
、
持
続
可
能
な

自
治
体
運
営
に
向
け

自
治
体
運
営
に
向
け

て
、
新
公
会
計
制
度

て
、
新
公
会
計
制
度

の
活
用
を
促
し
た
い
。

の
活
用
を
促
し
た
い
。

令
和
４
年
度
の
決
算

令
和
４
年
度
の
決
算

は
、
何
時
頃
示
さ
れ

は
、
何
時
頃
示
さ
れ

る
の
か
問
う
。

る
の
か
問
う
。

令
和
２
年
３
月
策
定
の
昭
和
村

令
和
２
年
３
月
策
定
の
昭
和
村

観
光
ビ
ジ
ョ
ン

観
光
ビ
ジ
ョ
ン

昭
和
ホ
ー
ム
多
床
室

昭
和
ホ
ー
ム
多
床
室

問　

昭
和
福
祉
会
に
運
営

状
況
を
確
認
さ
れ
、
施
設

村
長　

昭
和
ホ
ー
ム
の
運
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昭
和
ホ
ー
ム
本
館
食
堂

昭
和
ホ
ー
ム
本
館
食
堂

Ｑ
昭
和
ホ
ー
ム
の
現

Ｑ
昭
和
ホ
ー
ム
の
現

状
と
課
題
、
ホ
ー

状
と
課
題
、
ホ
ー

ム
の
こ
れ
か
ら
に

ム
の
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て

つ
い
て

問　

昭
和
ホ
ー
ム
増
床
に

つ
い
て
、
議
会
議
事
録
を

調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、

増
床
は
昭
和
福
祉
会
が
独

立
す
る
７
年
前
か
ら
検
討

さ
れ
て
き
た
。
村
の
主
体

事
業
と
し
て
検
討
さ
れ
て
、

第
５
次
振
興
計
画
に
反
映

さ
れ
、
増
床
へ
と
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平

成
27
年
度
に
独
立
行
政
法

人
福
祉
医
療
機
構
よ
り
、

昭
和
ホ
ー
ム
の
土
地
建
物

に
抵
当
権
を
設
定
し
、
建 菅家篤男 議員

設
資
金
２
億
円
を
借
入

れ
、
現
在
は
運
転
資
金
が

不
足
す
る
寸
前
。
早
い
時

期
に
、
遅
く
て
も
令
和
６

年
度
に
は
財
政
面
で
借
入

金
返
済
を
全
面
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
。

村
長　

昭
和
ホ
ー
ム
の
増

床
は
、
村
民
の
意
向
を
踏

ま
え
、
村
の
政
策
と
し
て

昭
和
福
祉
会
と
合
意
形
成

を
図
り
、
進
め
ら
れ
た
事

業
で
、
資
金
計
画
も
同
様

に
、
双
方
の
合
意
の
下
で

承
認
さ
れ
た
の
で
、
借
入

金
返
済
は
、
施
設
側
で
の

対
応
が
基
本
で
す
が
昭
和

福
祉
会
と
の
協
議
を
重
ね

存
続
に
必
要
な
対
応
や
支

援
策
を
検
討
し
た
い
。

問　

令
和
２
年
１
月
に
昭

和
福
祉
会
と
し
て
本
館
設

備
関
係
補
助
金
の
要
望
書

を
提
出
し
た
。
現
在
の
考

え
を
伺
う
。

問　

令
和
２
年
１
月
に
第

６
次
昭
和
村
振
興
計
画
に

老
人
福
祉
施
設
の
規
模
縮

小
や
運
営
の
新
計
画
を
組

み
入
れ
る
よ
う
要
望
し
た

こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

ホ
ー
ム
の
施
設
規

模
や
計
画
は
、
村
介
護
保

険
計
画
に
位
置
付
け
し
、

保
健
福
祉
審
議
会
に
お
い

て
議
論
し
て
い
る
。
今
後
、

昭
和
福
祉
会
と
の
協
議
を

経
た
上
で
、
村
の
支
援
事

問　

①
多
床
室
本
館
は
修

繕
し
な
が
ら
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
。
②
ユ
ニ

ッ
ト
館
は
最
大
利
用
で
き

る
よ
う
に
職
員
配
置
を
検

討
す
べ
き
。
③
職
員
採
用

は
高
賃
金
で
雇
用
す
べ

き
。④『
昭
和
ホ
ー
ム
は
、

危
機
的
状
況
だ
』
の
風
評

が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
万

全
を
期
す
べ
き
。
昭
和
ホ

ー
ム
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

村
長　

こ
れ
ま
で
も
大
規

模
な
修
繕
へ
の
対
応
や
支

援
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

必
要
と
な
る
修
繕
や
設
備

の
改
修
は
昭
和
福
祉
会
と

の
協
議
に
よ
り
、
優
先
順

位
や
負
担
割
合
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

項
は
、
村
振
興
計
画
の
年

次
計
画
に
組
み
入
れ
、審
議

会
に
諮
っ
て
ま
い
り
た
い
。

村
長　

昭
和
ホ
ー
ム
は
、

村
の
高
齢
者
施
設
と
し
て

非
常
に
重
要
な
役
割
を
持

っ
て
い
る
。
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
の
た
め
に
も
、
施
設
の

存
続
が
不
可
欠
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
で
、
職
員

体
制
、
施
設
管
理
、
施
設

維
持
な
ど
、
昭
和
ホ
ー
ム

の
健
全
な
経
営
に
向
け
て

必
要
と
な
る
対
応
や
支
援

策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

昭
和
福
祉
会
と
の
協
議
を

重
ね
、
一
体
と
な
っ
て
考

え
て
ま
い
り
た
い
。

ユニット館ユニット館
パブリックスペースパブリックスペース
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村政を問う村政を問う 令和５年９月定例会　一般質問

栗城敏郎 議員

問　

Ａ
Ｉ
に
よ
る
オ
ン
デ

マ
ン
ド
型
移
動
サ
ー
ビ
ス

に
至
っ
た
経
緯
を
示
せ
。

村
長

先
進
地
の
事
例
調

査
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
が
日
産
自
動
車
と
実
証

実
験
を
行
っ
た
Ａ
Ｉ
バ
ス

や
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、
事
業
内
容
の
説
明
と

提
案
を
受
け
た
。
ま
た
、

県
内
で
取
組
ま
れ
て
い
る

定
額
タ
ク
シ
ー
や
Ａ
Ｉ
ル

ー
ト
自
動
選
定
デ
マ
ン
ド

バ
ス
、
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
活
用
し
た
巡
回
バ

ス
に
つ
い
て
の
、
情
報
収

集
を
行
い
、
具
体
的
な
説

明
を
戴
き
、
先
進
地
事
例

Ｑ
多
様
な
交
通
手
段

Ｑ
多
様
な
交
通
手
段

の
構
築
に
つ
い
て

の
構
築
に
つ
い
て

調
査
等
で
得
た
情
報
を
参

考
に
、
本
村
の
地
理
的
条

件
や
気
象
条
件
等
も
勘
案

し
、検
討
を
重
ね
た
結
果
、

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
移

動
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
至

っ
た
。
本
年
度
は
、
電
話

で
予
約
を
受
付
け
、
あ
ら

か
じ
め
各
地
区
に
指
定
す

る
停
留
場
を
予
約
状
況
に

応
じ
て
Ａ
Ｉ
が
効
率
的
な

運
行
ル
ー
ト
を
選
択
し
、

最
短
経
路
で
結
ぶ
方
式
を

進
め
て
い
る
。
令
和
６
年

度
は
、
運
行
ル
ー
ト
や
停

留
所
の
指
定
は
行
わ
ず
に

予
約
状
況
に
応
じ
て
村
内

村
長

事
業
費
総
額
で
約

４
千
９
百
万
円
で
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の

導
入
に
よ
り
約
７
百
万
円

の
経
費
節
減
が
図
ら
れ

た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は

国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
推
進
交
付
金
、

補
助
率
10
/
10
が
採
択
さ

れ
、
基
本
的
に
村
の
持
出

し
は
な
い
。

問　

Ａ
Ｉ
バ
ス
導
入
に
よ

る
財
政
試
算
を
示
せ
。

Ｑ
村
外
医
療
機
関
（
医

Ｑ
村
外
医
療
機
関
（
医

療
送
迎
バ
ス
）
の
通

療
送
迎
バ
ス
）
の
通

院
支
援
に
つ
い
て

院
支
援
に
つ
い
て

問　

村
外
の
医
療
機
関
へ

の
通
院
支
援
に
つ
い
て
、

現
在
想
定
し
て
い
る
考
え

を
示
せ
。

村
長

国
道
４
０
１
号
博

士
峠
バ
イ
パ
ス
の
供
用
が

開
始
さ
れ
、
冬
期
間
も
通

行
が
可
能
と
な
り
、
交
通

の
利
便
性
が
大
き
く
向
上

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
２
つ

の
医
療
機
関
に
運
行
を
頂

い
て
い
る
が
、
会
津
若
松

市
方
面
の
医
療
機
関
を
利

用
す
る
方
も
多
く
、
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
会
津
若

松
市
方
面
の
医
療
機
関
へ

の
運
行
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
た
い
。

問　

試
験
運
行
等
、
い
つ

頃
と
考
え
て
い
る
の
か
示

せ
。

な
ど
路
線
バ
ス
事
業
者
と

打
合
せ
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
在
、
路
線
バ
ス
事
業
者

は
人
員
の
確
保
や
車
両
の

確
保
・
配
置
が
困
難
な
こ

と
か
ら
、
路
線
数
を
減
ら

す
な
ど
、
会
社
経
営
と
し

て
優
先
順
位
を
付
し
て
営

業
を
行
っ
て
い
る
厳
し
い

現
状
の
説
明
を
受
け
て
い

る
。
会
津
若
松
市
方
面
へ

の
試
験
運
行
は
、
早
期
の

実
施
が
見
通
せ
な
い
厳
し

い
状
況
で
、
緊
急
的
な
対

応
が
必
要
と
判
断
し
、
医

療
機
関
に
対
し
送
迎
バ
ス

の
運
行
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
も
バ
ス
事
業

者
と
の
打
合
せ
を
継
続
し

て
行
い
な
が
ら
課
題
解
決

に
向
け
た
検
討
を
鋭
意
に

行
っ
て
お
り
、
会
津
若
松

方
面
へ
の
交
通
手
段
の
確

保
は
、
高
齢
者
の
不
安
解

消
や
住
民
生
活
、
教
育
環

境
の
向
上
な
ど
、
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
認
識

し
て
お
り
、
課
題
の
解
消

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

村
長　

試
験
運
行
の
実
施

を
巡
回
す
る
方
式
を
検
討

し
て
い
る
。

11月１日から村内を巡回する11月１日から村内を巡回する
「からむんバス」「からむんバス」
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１０月１３日、西会津町から議会経済常任委員会の委員長
含む６名と町職員３名が、本村の移住定住施策につい
て研修に来られた。からむし織姫体験生制度・カスミ
ソウ新規就農者支援制度の移住定住施策や令和５年度
から新たに始まった村が空き家を１０年間借上げ、改修
後、村営の賃貸住宅として転貸する昭和村移住定住空
き家活用事業などを説明した後、西会津町議会議員の
方々と昭和村議会産業建設常任委員会委員でお互いが
抱える課題について情報交換ができ、大変貴重な機会
となった。

１０月２２日、新型コロナウイル
ス感染拡大の影響で４年振り
に開催された姉妹都市、草加
ふささら祭りに参加し、山川
百合子市長、小川利八議会議
長、山本好一郎教育長と意見
交換を行いました。

西会津町議会
移住・定住施策事業などを研修

視　察　来　村

１０月１７日～１９日の３日間、令和５年度の定期監査を行いました。
※監査委員
渡部昭一代表監査委員
（識見を有する者）と馬
場政之監査委員（議会か
ら選任された者）

※定期監査とは？
財務に関する事務の執行及び
経営に係る事業の管理につい
て、毎会計年度１回以上期日
を定めて監査を行うこと。

※３本の爪状機械で深さ40㎝
～ 50㎝程度の位置の土壌
構造を緩め人為的に空隙を
作る農業用機械で農地の排
水性を向上させる。営農生
産組合などに貸出予定。

監 査 委 員 報 告

草加ふささら祭りに参加

か
ら
む
ん
バ
ス（
オ
ン
デ
マ
ン

か
ら
む
ん
バ
ス（
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
）
予
約
管
理
シ
ス
テ

ド
バ
ス
）
予
約
管
理
シ
ス
テ

ム
の
説
明
を
受
け
る

ム
の
説
明
を
受
け
る

パレード参加パレード参加

交流会交流会

購入した心土破砕機の現地調査購入した心土破砕機の現地調査
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道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国

１
位　
川
場
田
園
プ
ラ
ザ

　

人
口
約
３
，
１
０
０
人

の
群
馬
県
利
根
郡
川
場
村

に
観
光
地
か
ら
離
れ
た
山

間
部
に
あ
り
な
が
ら
年
間

来
場
者
数
は
約
２
５
０
万

人
。
そ
の
う
ち
７
割
は
こ

こ
に
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
求
め
首
都
圏
か

ら
や
っ
て
く
る
リ
ピ
ー
タ

ー
。
さ
ら
に
そ
の
中
の
５

割
は
年
に
４
回
以
上
の
コ

ア
な
リ
ピ
ー
タ
ー
。
道
の

駅
を
目
的
地
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
至
る

ま
で
の
道
の
り
は
け
し
て

平
坦
で
は
な
く
、
川
場
村

の
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
が
２
０
０

７
年
に
赤
字
に
転
落
。
２

０
０
８
年
に
川
場
村
長
は

村
内
酒
造
会
社
に
再
建
を

託
し
、
民
間
主
導
の
改
革

に
着
手
。
全
ス
タ
ッ
フ
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
視
察

な
ど
従
業
員
の
意
識
改
革
、

接
客
ス
キ
ル
向
上
、
コ
ス

ト
意
識
を
浸
透
さ
せ
経
営

は
見
事
に
回
復
。
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
地

元
農
家
４
５
０
名
が
登
録

し
、
売
れ
筋
商
品
の
分
析

情
報
を
農
家
と
共
有
し
効

率
的
な
生
産
・
供
給
体
制

を
構
築
し
、
若
者
を
中
心

に
就
業
機
会
の
提
供
、
生

活
利
便
施
設
の
少
な
い
川

場
村
の
住
民
が
買
い
物
や

飲
食
を
す
る
都
市
機
能
も

担
う
な
ど
地
域
に
も
貢
献
。

　

姉
妹
都
市
の
川
場
村
と

東
京
都
世
田
谷
区
が
共
同

出
資
設
立
し
た
「
株
式
会

社
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と

公
社
」
は
道
の
駅
で
レ
ス

ト
ラ
ン
経
営
を
担
い
、
村

内
に
他
２
つ
の
施
設
を
運

営
。
世
田
谷
区
の
小
学
生

の
受
け
入
れ
交
流
事
業
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
ま
た
、
川
場
村
の
野

菜
や
地
酒
の
世
田
谷
区
で

の
販
売
促
進
が
実
現
し
て

い
る
。

　

今
後
は
海
外
に
も
需
要

が
増
え
て
い
る
地
元
乳
製

品
の
増
強
を
は
じ
め
、
３

年
先
ま
で
の
事
業
計
画
を

練
り
、
お
客
さ
ん
を
飽
き

さ
せ
な
い
挑
戦
を
続
け
て

い
る
。

　

村
民
悲
願
の
博
士
ト
ン
ネ
ル

が
つ
い
に
開
通
し
、
昭
和
村
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
歴
史
的

な
年
と
な
り
ま
し
た
。「
か
ら

む
し
織
体
験
生
事
業
」
が
30
周

年
を
迎
え
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
特
別
講
演
に
彬
子
女
王
殿

下
を
お
迎
え
し
、「
皇
室
文
化

と
伝
統
技
術
の
継
承
」
と
題
し

て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
彬
子
女
王
殿
下
に
お
か
れ

て
は
、「
か
ら
む
し
」
に
関
心

を
持
た
れ
２
０
１
４
に
も
来
村

さ
れ
て
お
り
、「
か
ら
む
し
」

の
継
承
に
ご
尽
力
を
戴
い
て
お

り
ま
す
。
実
り
の
秋
、
収
穫
期

を
迎
え
ま
し
た
が
、
長
雨
に
よ

り
稲
は
倒
れ
圃
場
は
泥
濘
と
な

り
、
稲
刈
り
に
支
障
を
き
た
し

て
お
り
、
天
候
の
回
復
を
待
つ

し
か
で
き
な
い
状
況
で
心
配
の

限
り
で
す
。
寒
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。	（
栗
城
敏
郎
）

委
員
長　

羽
染　
　

豪

副
委
員
長　

菅
家　

篤
男

委　
　

員　

栗
城　

敏
郎

　

〃　
　

馬
場　

政
之

編
集
委
員

編
集
委
員

編
集
後
記

編
集
後
記

１2月8日から１2日までの日程で予定されています。
一般質問は11日の予定です。

お誘い合わせのうえ、ぜひ傍聴においでください。

⃝令和５年第４回定例会のお知らせ⃝

10月21日常任委員会行政調査報告10月21日常任委員会行政調査報告


